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　板只は、2015 年 1 月時点で 58 人の人口を有し、そ
のうち 15 人が板只漁村契に所属し漁業を営んでいる。
板只ではアワビ、ウニ、サザエ、ナマコ、ワカメなどを
対象とした漁が行われている。これらの漁は、海女（ヘ
ニョ、해녀）が行う。そのうちワカメは、高麗王朝時代
から王に献上されていたとされ、現在でも質の高いもの
であるとして地元では語られている。
ワカメ漁場の「歴史」
　板只のワカメ漁場には、その権利を巡って複雑な歴史
的経緯が存在する。板只に建てられたワカメ漁場に関す
る碑文によると、板只のワカメ漁場は、高麗王朝建国
「献上された」海と「奪われた」海
―韓国蔚山広域市北区江東洞板只のワカメ漁場に関する歴史と語りから―
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